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I 日第四銀行性吉町支庄� gg
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@竣 工:19幻年 冨醸盤璽覇轄露関醤轟轟鷹量瞳 譲
受改 接:2004年 醸欝襲撃撃選議輔醸襲撃議議畿運圃醸� ⑬

騒嬢護韓議議畿通量溢醤醐隈隈翠蓄量議議組園長饗綴掴-鹿謹� @3用 途:博物館〔レストラン時錨)輯覆墜事護霊 雲� 
g (改修後) 欝蓮華盤轄間監聾議鍾圃麗� g 
g 銀行(改側) 躍瀦議謹鐘審議書議鱒隣諸冨臨� 8 
⑨所有者:競市 霊麗騒轟轟劉監欝襲撃欝欝置臨� s 
g 改修設計者:¥鮒松出平田設計 璽饗醸饗襲甥襲爵議議譲鞠置園陸 意
思 改修箱一本遺跡、一 盤欝欝蓋誼聞轟轟謹薗�  g 
審 制藤華民、第一電設工業側 一一一 一一…�  g 
g 側新湯日立、新冷工業糖、北線ガス側、立菱電機附 ゆ
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毒事iiH第附住吉印刷本建築ザ君本近代建築総ト昭和�  55年刊行に吋換を自�  

⑬ 示している大正・陪和嬬の金融機関の建築の‘つ"と謁げられている。@)

選 都市計画道路の整舗に伴い船内れようとしていたが、新潟事が文化財としての鱒穂を認め� g 
皆 保存することとし、創立時の献を壊さずに現在求められる安全性を確保しながら、「新潟奇麗 窓� 
⑨ 史1専務踏 みなとぴあjの敷地内に務築復元したものである。現在は、博物館施設を播完ずる� g
i 1
以トラ入墨持、会議議患途として活足している。� 

o 移築護元の基本方針として、!日建物の内外部の寸法を綾持し外装石積花鶏岩、内部ラワン社.� 1 
g 大理石・石膏彫刻等の当初部材を出来る限り移築保在することとしている。� 1 
g 構造フレームは仕仁げす法を報保するため、基本的に柱*梁・較を解体前の集体断耐とした 雲
3 g
上で現行耐震基準に適誌な講造物として設計されている。上記基本方針を溝足するために外装� 

⑨ については湿式工法鉾謂乾式工法の掠掃、内部壁・天井の捺喰・石膏闘jについては緩損防止� g 
受 のためフィルムシート、発泡ウレタン、ビニロン繊維メッシュ、ベントナイト、特殊軽最モル 護
金 タルなどによる養生の上での解体、またケイカル板やロックウールを龍期して木下地共不繋北 聖

母 し現行法に適合させるなど施工的にも様々な� E夫がなされている o @
j 解体移築と苦うことで、設髄では全て新設となっているので、設備機能認では侍ら問題が� 5 

無い。各室のシャンデリア、壁ブラケット等賂明器具は諜存本真を元に、当時の姿に近い再現� @ 

g を行うことによって、復元された内装との調和を冨っている。元々のペリメータ…部を空調リ 寒
害 タ…ンに事j濯することや、議コンセントを避け床に持って行く等、創建当時の雰囲気の再現に 塁
審 は錨心の注慈時おれているのがよく理解出来るο 建物の性格上今後の雑持保全に関川、� g 
g 機能維持の鶴点から相当の努力が払われるであろう。

意 新潟市と有識者より慨される帥悶造物保存活用検討会を設置し、踏の各段階におい� g 
g ての間態を解決しづっ進められたことも評価される結果に至った要因といえよう。� g 
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